
船舶事故等調査報告書 

平成２１年６月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９仙第３７号 

事故等名 旅客船びなす衝突（桟橋） 

発生年月日時刻 平成２１年２月１日２１時０５分ごろ 

発生場所 青森県青森港フェリーふ頭４号桟橋 

（概位 北緯４０°５０.６′ 東経１４０°４３.１′） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２１年３月２７日仙台・地方事故調査官が海難報告書を入手 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号 

船舶所有者等 

 

旅客船 びなす ７,１９８トン 

１２８５１４ 

東日本シップマネージメント株式会社 

乗組員等に関する情報 船長 三級海技士（航海） 

 

負傷者 なし 

損傷 左舷船尾に擦過傷 

フェリーふ頭４号桟橋防衝工の基部に損傷 

事故等の経過 本船は、車輌３０台を搭載し、旅客４２人を乗せ、青森港に入港するため、同港沖館東

防波堤を通過した後、同港フェリーふ頭４号桟橋に着桟しようとした際、西寄りの強風

が吹く中、機関、舵、バウスラスターを適宜使用して操船を行っていたところ、船体が

風により圧流され、平成２１年２月１日２１時０５分ごろ、左舷船尾が同桟橋先端付近の

防衝工に衝突した。 

当時、天気は雪で風速約８m/sの西北西風が吹き、視程は約１０kmで、潮候は下げ潮

の中央期であった。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

本船は、着桟操船中、投錨して桟橋への接近速度を調節する

など風圧流を考慮した操船を行わなかったものと考えられ

る。 

原因 本事故は、本船が、着桟操船中、投錨して桟橋への接近速度を調節するなど風圧流

を考慮した操船を行わなかったため、西北西からの強風を受けて圧流され、左舷船尾

が桟橋に衝突したことにより発生したものと考えられる。 

その他の事項 なし 

 




